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丸山噴泉塔に生育する蘇苔類

乙幡 康 之1)

BryophytesfoundinthesinterconesofMaruyamavolcano,Kamishihoro,Hokkaido

YasuyukiOPPATA1)

は じめ に

蘇苔類(コ ケ植物)は,広 く多様 な環境 に生育 し,

海 水 中を除 いて地球上 の至 る所 に分布 する.ま た,

そ の生育基物 も実に様 々であ り,主 要 なものに地面

や岩石上,樹 幹が挙 げ られ る.し か しなが ら,蘇 苔

類は他の高等植物 と違 って組織 の発達が悪 く,環 境

の影響を受 けやすい.井 上(1955)に よ ると,蘇 苔

類の生活 に影響 を与えているのは,水 分や基物 の酸

性度,温 度,光 などは勿論の こと,化 学物質やその

他あ らゆる環境要素である.し たがって,あ る特定

の環境 を知 る上で蘇苔類 は指標 となる植物である と

言 える.

蘇 苔類 には特殊 な環境下 に生育する種が知 られて

いる.野 口(1959)は 好石灰岩種の蘇類が隔離分布

す ることを論 じ,さ らに種 の分布 を要 因別 に区分 し

ている.蘇 苔類 の分布や生態 と,生 育基物の化学成

分やpH値 は密接 に関係 してお り,石 灰岩地域では多

くの研究例が ある(中 西1979,中 西 ・平 岡1981,

Bates1982,Bates2000な ど).そ の 他 に も温 泉や

鉱泉,低pHな どの特殊 な環境下 に生 育す る蘇 苔類

も知 られてい る(岩 月 ・水谷1972,吉 岡!951,香

山 ほか2000な ど).

地域概 要

丸 山噴泉塔:は,北 海道 十勝北部 の丸 山火山

(1691.9m)南 東 の 標高1120m付 近 に位 置す る(図

1).近 堂 ほか(1991)に よ ると,形 成年代 のやや

古い爆裂火口が確認 されてお り,火 口底の 白色沼に

は炭酸カルシウムの沈殿物上 に石灰華 噴泉塔が成長

を続 けている.白 色沼か らは温泉 ガスである炭酸ガ

スの噴 出が著 しく,噴 泉塔頂部か ら24.7℃ の 弱酸性

泉(pH6.0)が 湧 出 してい る.ま た,噴 泉塔 の主成

分 は方解石である(近 堂ほか1982).こ の丸 山噴泉

塔 は1985(昭 和60)年8月 に,上 十幌町指定文化財

に指定 されている.

大 雪 山国立公 園地 域 の蘇苔 類 に関す る研 究 は,

佐 々木(!985)に よ っ て1935年 か ら1984年 ま での

文献が まとめ られてい る.こ れによる と,大 雪山国

立公 園では断片 的な研究が多 く総合的な研究調査は

行われていない.ま た,東 大雪地域における蘇苔類

の研究 も多 くない.神 田(1984)は 東 大 雪 の然 別

湖 や五色 ヶ原 な どにおいて蘇 苔類 を調 査 し,74種

の 蘇苔 類 を記 録 して いる.ま た,滝 田(1999)は

上 士幌 町の ウペペ サ ンケ 山 と十勝三 股 にお いて ミ

ズ ゴケ類の調査 を行 い,ホ ソバ ミズ ゴケSρhagnum

girgensohnii,ゴ レ ツ ミズ ゴ ケS.quinquefarium,

ミヤ マ ミズ ゴ ケS.russowii,ウ ロ コ ミズ ゴ ケS.

squ∂rrosumを 記 載 している.

本 調査 は温泉成分を考慮 し,丸 山噴泉塔群及び白

色沼 に起 因す る場所 か ら蘇 苔類 を採 集 した.な お,

採 集 した蘇苔類 は持 ち帰 り顕微鏡 下で 同定 を行 っ
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図1.調 査地 域概 要(国 土地理 院発行2万5千 分の1地 形図 「ウペペサ ンケ山」 よ り作 成)

Figure1.Mapofthestudyarea

表1.出 現 した 蘇 苔 類

Table1.Listofbryophytes

種 名 生 育基 物

ヤ ナ ギ ゴ ケLeρtodiotγumrip∂ 加 〃7(Hedw.)Warnst.

ウ カ ミカ マ ゴ ケDreρanoo/adusffuitans(Hedw.)Warnst .

チ ャ ツ ボ ミゴ ケJungθ 〃mann/lavu/can/`cola(Sch肝n .)Steph.

ゼ ニ ゴ ケnaarchantiaρo/ymorph∂L

壌

壌

壌

壌

土

土

土

土

た.種 の同定は岩月(2001)に 従 った.

噴泉塔 に生育 す る蘇 苔類

噴泉塔及び白色沼から採集された蘇苔類は蘇類2

種,苔 類2種 の計4種 であった(表1).確 認され

た蘇苔類の生育基物はすべて土壌で,そ こは白色沼

の温泉水が浸る場所である.ま た,噴 泉塔群の石灰

華上に生育 している蘇苔類は確認できなかった.今

後,よ り詳細 な調査 によ り新たに出現する種 の可能

性 も示唆 され るが,今 回確 認 された種は,こ の地域

を特徴づ けている種で,丸 山噴泉塔の主要 な群落で

あると考え られ る.

チ ャ ッ ボ ミ ゴ ケJungerm∂nniavule∂nieola(写

真1)は 単 一 の大 きな群落が 数 ヶ所発 達 し,高 さ

5cm程 度 のマ ウ ン ドを形 成 してい る.ウ カ ミカマ

ゴ ケDrep∂noeladusfluitans(写 真2)の 群 落 に
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写 真1.チ ャ ツ ボ ミ ゴ ケJungerm∂nnX∂vu/c∂nico/a(2010年

10月7日,乙 幡 撮 影)

Photo.1.Jungermanni∂vu!canico1∂(takenbyY.OPPATA

on7thOctober,2010)

写 真2.ウ カ ミ カ マ ゴ ケDrep∂noc/adusfluitans(2010年10

月14日,乙 幡 撮 影)

Photo.2.Dreρanoe!adusfluit∂ns(takenbyY.OPPATAon

14thOctober,2010)

は,ヤ ナ ギ ゴケLeptodictyumripariumと ゼ ニ ゴケ

M∂rchanti∂polymorphaが 混 生 して生育 し,石 灰華

にな りつつある個体 も見 られた.

確 認 された4種 の うち,温 泉や鉱泉 に起 因する種

はチャツボ ミゴケとウカミカマ ゴケである.チ ャツ

ボ ミゴケは北海道か ら九州 の温泉や鉱水が浸出する

場所 に生育 し,群 馬県草 津温泉 の穴地獄 に は特 に

大 きな群 落が発達 し観光名所 になってい る(秋 山

2002).一 方,ウ カミカマ ゴケ は北海道 か ら九州に

分布 し,屈 斜路湖では毬 ゴケと して も知 られ る.主

に水 中や湿地に生育 し,北 海道屈斜路湖の川湯近 く

の強酸性の水 中に大群落が ある(岩 月2001).ゼ ニ

ゴケ とヤナギ ゴケは水辺 に生 育する こともあ るが,

調 査地域 以外 でも一般的に見 られる種 であ る.特 に

ゼニゴケは人家の周囲に も見 られるほ ど,多 様な環

境 に生育 し,井 上(1955)に よれば,生 育で きる酸

性度の範囲 もアルカリ性 か ら酸性の広 い範囲に及ん

でいる.噴 泉塔で確 認 されたゼニ ゴケは数個体で少

な く,ま た,登 山道の途 中に多 くの群落が存在する

ことか ら,人 為的な影響 も考 えられる.

おわ りに

蘇=苔類 は他の植物に比べて植物体が小 さ く,ま た

隠花植物 であることか ら関心が持 たれ に くい と言 え

る.し か し,そ の生態 は環境 変化や人為的影響 にと

て も敏感で,踏 圧や登山道の荒廃 などに よって容易

に群落が減少する可能性 を持 ってい る.ま た,丸 山

噴泉塔 に生育する蘇苔類の一部 は,温 泉成分 と密接

に関係 し噴泉塔特有の景観 及び生態系 を形成 してい

る.し たがって,今 後は噴泉塔の貴重 な地形 ととも

に,周 囲に生育す るこうした植物 も考慮 した保全が

望 まれる.

謝 辞

千葉県立中央博物館植物学研究科 長の古木達郎博

十 には,チ ャツボ ミゴケJungθrm∂nni∂vulcanieola

を確 認 していただいた.ま た,MattGross氏 には英

文 の校閲 をしていただいた.こ こに記 して厚 く御礼

申上げ ます.

引 用 文 献

秋 山 弘 之,2002.コ ケ の 住 み か も 千 差 万 別.秋 山 弘 之

編 「コ ケ の 手 帳 』pp130-133.研 成 社.

Bates,J.W.,1982.Theroleofexchangeablecalcium

insaxicolouscalcicoleandcalcifugesmoeese.New

Phytologist.90,239-252.

Bates,J.W.,2000.Mineralnutrition,substratum

ecology,andpollution.InBryo、 ρノ)yteBiology,ed.

A.J.ShawandB.Goffinet,pp248-311.Cambridge

UniversityPress,UK.

井 上 浩,1955.『 コ ケ 類 一 研 究 と 採 集 ・培 養 一 』 加

島 書 店.



26 ひが し大雪博物館研究報告 第33号

岩月善之助編,2001.『 日本の野生植物 コケ』平凡社.

岩 月善之助 ・水谷正美,1972.『 原色 日本蘇苔類図鑑』

保育社.

神 田啓 史,1984.東 大雪の地衣蘇苔植物 フローラ.東

大雪地域生物相(第2集),1-18.

香 山雅純 ・野村睦 ・佐藤冬樹 ・小泉武栄,2000.鬼 首

片山地獄の硫気孔原植生の群落立地要因.北 海道大

学農学部演習林研究報告,57(2):71-94.

近 堂祐弘 ・大熊征雄 ・山之内統 ・淵瀬一雄,1982.上

士 幌町丸山噴泉塔群調査報告書.上 士幌町教育委員

会 『丸山噴泉塔 ・三股十四の沢永久凍土調査報告書』

pp1-3.上 士 幌町教育委員会.

近堂祐弘 ・川辺百樹 ・右谷征靖 ・川名淳二 ・角館正勝 ・

朝倉 勝,1991.丸 山噴泉塔ふ きんの泥流堆積物中

の埋 没樹型.ひ が し大雪博物館研究報告,13:13一

16.

中 西 こず え,1979.平 尾 台 石 灰 岩 上 の 蘇 苔 類 群 落 お よ

び土 壌 カ ル シ ウ ム 量 と の 関係.長 崎 大 学 教 養 部 紀 要

(自 然 科 学 篇),20-1:15-26.

中 西 こず え ・平 岡 教 子,1981.平 尾 台 石 灰 岩 上 蘇 苔 類

の 体 内 カ ル シ ウ ム量 ピ コ ビ ア,別 巻1:313-316.

野 口 彰,1959.日 本 の 石 灰 岩 地 の 蘇 類.広 島 大 学 生

物 学 会 誌,26:44-48.

佐 々 木 太 一,1985,大 雪 山 の 蘇 苔 類 に 関 す る 文 献 層

雲 峡 博 物 館 研 究 報 告,5:1-8.

滝 田謙 譲1999.北 海 道 に お け る ミズ ゴ ケ の 分 布 及 び

そ の 変 異 に つ い て.Miyabea,4:1-84.

吉 岡 邦 二,1951.八 甲 田 山 に お け る 硫 気 孔 植 物 群 落.

植 物 生 態 学 会 報,1(1):48-52.

Summary

BryophyteswerecollectedfromthesinterconesofMaruyamavolcano .Asaresultof

identification,fourspecieswereconfirmed.Thatis,」 召ηgθrη2∂ηη1∂ 四10∂ η1co1∂,Orθp∂ ηoc1∂(1ロ5

∠7ロ1`∂ns,Lρ μo(ガoり ・召η1rψ ∂r1召η2,and蔽 ～rcゐ∂ηが∂po∠ 卿201p乃 ∂werefound .」:四1c∂ η1001∂and1λ

万召1`∂η5areknowntogrowinhotspringsandmineralsprings.Therefore,itwassuggested

thatthesespeciesarerelatedtothelakehakushoku-numa.

Keywords=bryophytes,sintercone,Jungerm∂ ηη1∂ 四1c∂ η1co1∂
,1)rθ1ρ ∂ηoc1∂dusfl召1`∂ η5


